
令和８（２０２６）年度事業計画 

 

【基本方針】 

 

鳥羽市における２０２５年１２月末現在の人口は、１６,０００人余に対し、 

６５歳以上の総人口割合は４１.９％と、全国平均を大きく上回るスピードで推 

移しております。 

この人口減少は今後も続き、２０４０年には約１万人、２０５０年には８千

人台になると予測され、特に社会を支える生産年齢人口（１５歳～６４歳）の

減少が顕著で、２０４０年には５０％の減少となる見込みです。 

人口減少に伴い、鳥羽市内では空家・空地対策も顕在化し、主要産業である

観光業も求人倍率は高いものの、人材確保が難しい状況になってまいります。 

このような環境下におきまして、国の施策として定年延長等の高年齢者雇用 

確保措置が推進され、退職者年齢がより一層高齢化し、健康で就業意欲に満ち

た会員の確保が厳しくなっております。しかしながら反面、このような高齢者

に対し、地域に密着し組織的に就業の場を提供するシルバー人材センターへの

期待と役割はますます大きくなってきており、これらの期待に応え、しっかり

と役割を果たしていくことが、鳥羽市シルバー人材センターの存在価値と社会

的評価を高めていくことに繋がるものと考えております。 

令和８年度の鳥羽市シルバー人材センターは、このような高齢化社会の進展 

を踏まえ、「自主・自立、共働・共助」という基本理念のもと、国が定めた適 

正就業ガイドラインを順守し、安全就業を確保し、地域社会の発展と就業意欲 

のある高齢者の受け皿としての役割を果たしてまいります。 

 

【重点目標】 

 

 鳥羽市シルバー人材センターでは、「自主・自立、共働・共助」という基本

理念を踏まえ、国が定めた適正就業ガイドラインを順守しつつ、高齢者の安全

就業を確保し、(１)会員数、特に女性会員数の拡大、(２)空家等管理業務およ

び独自事業を含む、就業機会の拡大、(３)安全・適正な就業の徹底、(４)成長

分野に係る事業の推進、（５）関係機関・関係団体との連携強化、（６）社会

参加活動の推進、（７）事業運営基盤の強化、（８）会計処理体制の確立と会

計処理の適正化、（９）フリーランス法への対応、（１０）シルバー事業の受

注業務における契約方法変更の準備・検討、（１１）消費税における適格請求

書等保存方式への対応(継続)を実施してまいります。 



【行動計画】  

  重点目標を推進するための指針として、行動計画を定めます。 

    

（１） 会員数、特に女性会員数の拡大（最重要 継続課題） 

1. コロナ前(H30)の会員数１６４名以上を目標 

① 周知活動の強化 

センター自らが発する会員募集と並行して、鳥羽市「広報と

ば」による協力をお願いしながら、センターの認知度を向上さ

せ、事業の内容を広く知っていただくことが、会員数を増やす

前提と考え、次の周知活動を積極的に推進してまいります。 

 

   a.普及啓発活動の実施 

全国シルバー人材センター事業普及啓発促進月間、「シ

ルバーの日」(１０月の第３土曜日)及び「ＴＯＢＡひだま

りフェスタ」の実施等、機会があるごとに普及活動に参加

いたします。 

    b.ホームページの活用 

  “ホームページ”を活用して、リアルタイムな内容の更

新・拡充に努め、シルバー事業の紹介、ボランティア活動

やイベントへの参加等を通じたセンターの魅力を発信して

まいります。 

 

② 会員数、特に女性会員数の拡大 

 

  a.会員の口コミによる加入促進 

    役職員、会員全員による家族・知人に対し、１人１会員 

   入会の勧誘運動を強化してまいります。 

  b.入会説明会の拡充 

   説明会参加希望者の都合により、事前予約による随時開

催を継続します。 

   c.女性会員の勧誘と受け入れ態勢の整備・強化 

   女性委員会を中心として、「ＴＯＢＡひだまりフェスタ」 

等の地域イベントを通じ、会員勧誘活動強化に取り組み、

職域の拡大や就業先の確保など、女性会員の受け入れ態勢

の整備を強化してまいります。 

 



③ 退会抑止の取り組み 

 

      未就業の会員・休眠状態の会員に対し、就業促進のため定期 

的に求人情報を発信し、積極的な就業斡旋を行います。 

    同時に非就業会員の継続制度を検討してまいります。 

  さらに新規入会説明会参加者に対し、就業先紹介までの間

「仮登録」制度の導入を検討してまいります。 

 

（２） 就業機会の拡大(空家等管理業務および独自事業計画を含む) 

 

① 就業機会の拡大 

 

  a.多様な働き方の推進 

            未就業会員への就業相談・促進を図り、高齢者の多様な

就業ニーズに応えていくため、派遣就業や職業紹介による

働き方を推進してまいります。 

    b.企業訪問の推進 

   企業訪問等により地域企業のニーズを把握・収集すると共 

に、会員に就業現場の見学会を募り、希望職種とのマッチン 

グを図ってまいります。 

   c.会員及び関係機関との連携による就業開拓 

  会員自らの就業開拓に加え、鳥羽市無料職業紹介所、鳥

羽市社会福祉協議会およびハローワーク伊勢等の関係機関

とも連携して新たな就業先・職種情報を積極的に交換する

と共に、会員勧誘と就業機会の拡大に努めてまいります。 

  

② 空家等の適正な管理の推進 

 

  令和７年９月２６日、鳥羽市と「空家等の適正な管理の推

進に関する協定書」の締結をおこない、正式に共同で安全、

衛生、景観、防犯等の面で地域住民の生活環境の保全を図る

とともに、当センター内では、高齢者による地域社会での活

動、貢献および就労の機会の増大を図る体制づくりを整備い

たします。 

※付随する業務として墓地清掃業務の在り方等も検討。 

 



③ 新規独自事業計画を具体的に推進 

 

自前財源の確保に努め、就業機会の拡大を図るため、新規 

独自事業開始に向けて組織した情報収集・対策検討チームの

データに基づき、事業計画を具体的に推し進めてまいりま

す。同時に鳥羽市に共同事業企画の可能性の検討を働き掛け

るとともに、他シルバーの独自事業実施状況・会計処理等を

調査のうえ、早期開始を目指し、会員増とセンター自らの財

務改善を推進してまいります。 

 

④ 高齢者の多様な就業機会の確保 

 

     高齢者等に対し、身の回りの世話等を提供する福祉サービ 

  スや個人家庭を対象とする家事援助サービス、未就学児およ 

び小学生以下の児童を対象とする子育て支援サービス等、少 

子高齢化が急速に進展する中にあって、対応が喫緊の課題と 

なっており、女性会員を中心とする就業会員の確保等に取り 

組んでまいります。 

 

⑤ 会員の資質向上のため研修会・講習会の開催 

 

     技能職の後継者育成のため外部講習会への参加：刈払機取 

         扱い、伐木等業務のほか、有用な研修会・講習会参加を実施 

         するとともに、事務局体制の整備を行ってまいります。 

 

（３） 安全・適正な就業の徹底 

 

①  安全・適正就業の徹底 

シルバー人材センターの就業にあたっては、安全が最優先 

であり、個々の会員だけではなく組織全体の問題として認識 

を持つよう、会員への安全意識の普及啓発を行い、重篤事 

故・傷害事故の無い安全・適正な就業を徹底してまいりま 

す。 

 

 

 



a.事故防止のため安全対策の徹底（会員・センター） 

 ・安全委員会による安全パトロールの強化 

 ・事故実例、ヒヤリ・ハット事例の分析と周知 

 ・器材・機械類の始業前点検、作業前安全確認の徹底 

  および作業終了後点検の実施 

 ・作業に適した服装、安全用具の装着 

 

b.安全就業研修の充実 

 ・各種安全講習会の実施 

 ・安全就業月間の取り組み 

 ・連合会主催の安全就業推進大会、安全・適正就業パトロー 

ルに参加し、安全に関する知識の向上 

     ・各種技術・技能講習会への参加 

 

②  健康面へのサポート 

 

会員全員の健康診断受診を推奨し、センターからも情報提 

供等を行うことにより、フレイル予防を含め、会員の健康確 

保に努めてまいります。 

 

③  適正就業形態の推進 

 

「シルバー人材センター適正就業ガイドライン」に沿った 

業務運営を推進し、請負・委任及び派遣契約について、適正 

に実施してまいります。 

   また、臨時的かつ短期的な就業またはその他の軽易な業務 

  に係る就業の範囲を著しく逸脱した就業については早期に是 

 正してまいります。 

 

（４） 成長分野に係る事業の推進 

    

   地域社会に対する貢献度が高く、高齢者の多様な就業機会 

  の確保につながる成長分野について、各事業の積極的な推進 

  を図ってまいります。 

  （前述と重複しますが、列記いたします。） 

 



①  福祉・家事援助サービスおよび子育て支援サービス 

②  空家等管理対策 

③  墓地清掃等 

④  新規独自事業の計画・実施 

 

（５） 関係機関・関係団体との連携強化 

 

   鳥羽市をはじめとして、ハローワーク伊勢等関係機関との 

連携強化を図り、情報の収集に努め、会員・職員向け各種セ 

ミナー参加等により会員拡大および就業機会拡大に繋げてま 

いります。 

 また商工会議所、社会福祉協議会および観光協会とも連携 

を密にし、センターの活用について積極的に働きかけを行っ 

てまいります。 

 

（６） 社会参加活動の推進 

 

 生涯現役社会実現に対応し、事業における量的な受入体制 

の拡充、多様な選択肢に対応できる就業等社会参加活動の領 

域拡大等の役割を果たすことに努めてまいります。 

               高齢会員の生活環境に合わせたボランティア活動を通じて

趣味を生かしたサークル活動など生きがいづくり・仲間づく 

りができる社会参加活動を実施してまいります。 

 

    ・「シルバーの日」(１０月の第３土曜日)を中心に、清掃活 

動の実施と「ＴＯＢＡひだまりフェスタ」等の各種イベン 

トへ積極的に参加してまいります。 

 

 

（７） 事業運営基盤の強化 

 

  今後の財務見通しに基づき、自立的な運営基盤を強化すると 

ともに高齢者の活躍の場を拡大するため、以下の事項を重点計 

画として推進してまいります。 

 

 



①  理事会・各委員会等の活性化を図り、会員・役職員によ

る入会促進、就業開拓等会員による運営参画を積極的に推

進してまいります。 

 

②  女性の役員登用に努めるとともに、女性委員会等の積極

的な活用により、組織の活性化や女性会員の拡大に努めて

まいります。 

 

③  業務効率化によりセンターの経営基盤を強化していく上

でデジタル化の推進が不可欠になるため、早急に会員・職

員への研修・教育を行ってまいります。 

 

（８） 会計処理体制の確立と会計処理の適正化（継続） 

 

  本年、「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法 

律」（いわゆる公益法人法）の改正に伴い、公益法人会計基準 

が大幅に見直されることになりました。 

  区分経理、会計基準移行等につきましては、完全実施までの 

移行期間には３年間（令和１０年３月まで）の経過措置があり 

ますが、特に公益法人法第１４条から第１６条及び第１８条、 

第１９条につきましては、早期習熟に努めてまいります。 

 

（公益法人法） 

・第 14 条 公益目的事業の収入及び費用 

・第 15 条 公益目的事業比率 

・第 16 条 使途不特定財産額の保有の制限 

・第 18 条 公益目的事業財産 

・第 19 条 区分経理 

 

（９） フリーランス法への対応（継続） 

 

  令和６年１１月１日に施行された「特定受託事業者に係る取引 

の適正化等に関する法律」（いわゆるフリーランス法）は、フリ 

ーランスとして就業するシルバー会員が、安心して仕事ができる 

環境を整えるために制定されました。 

 



本法によりますと実務的には、特定受託事業者である会員（個人 

事業主）に対し業務を委託した場合、特定業務委託事業者である 

シルバー人材センターは、「会員業務仕様書」（就業条件等）を 

明示する必要があります。 

 本件、書面による手渡しや郵送等の無駄・ロスを排除し、業務 

効率化による経営基盤を強化するため、会員に対し講習・研修会 

を継続し、会員サイト「Smile to Smile」を活用し、会員全員が 

利用できるようにデジタル化を推進してまいります。 

 

(10) シルバー事業における新たな契約方法変更への準備（継続） 

 

  前掲「フリーランス法」施行に伴い、厚生労働省から全国の 

 シルバー人材センターに向けて、同法の趣旨に則り新たな契約 

への変更指針が示されました。 

 この指針の中では、請負・委任において「お客様と会員」、 

「会員とセンター」、「センターとお客様」の三者で結ぶ包括 

的三者契約に変更することとされております。 

 当センターでは、この指針に則り新たな契約方法に移行する 

体制準備を整備してまいります。 

 

（移行準備期） 令和８年度中 

（移行予定期） 令和９年４月以降 

 

(11) 消費税における適格請求書等保存方式への対応〈継続〉 

 

   令和５年１０月１日に施行された「消費税の適格請求書等保 

存方式（インボイス制度）」により、仕入税額控除が全額控除 

ではなく、６年間に亘り段階的に一部認容の経過措置期間が設 

けられました。 

これにより消費税増額部分につきましては、現状の契約形態 

を踏襲すればセンターの納税資金負担額が増え続けるため、自 

前財源確保の方策を継続して図ってまいります。 

 

 

 

 



(12) その他 

 

   ① 組織力の強化 

 

  a.会員の意識の向上 

    会員が、公益社団法人の一員として、役職員と目標や 

   意識を共有し、自主的・積極的に組織運営に取り組むた 

め、会員自らが「自分たちのための、自分たちのセンタ 

ー」であると思えるよう、意識の向上に努めます。 

 

  b.役職員の体制充実と活性化 

    ・他シルバー人材センターとの交流・研修等を通じて、 

当センターの課題の抽出および解決を図ってまいりま 

す。 

           ・各種講習会への参加による役職員のスキルアップを図 

ってまいります。 

    ・業務・事務処理のノウハウを引き継いでいくためのマ 

ニュアル化を図ってまいります。 

  ・ミーティングを定期的に実施し、情報の共有化と役職 

     員間におけるコミュニケーションを図ってまいりま 

す。 

     

      c.防災への対応について周知徹底 

将来、発生する可能性のある大地震や台風等の自然災害 

           に対し、生命を守る対策の周知徹底を図ります。 

 

         d.ＳＤＧｓへの取り組み 

   （Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標） 

      発注者や地域のニーズに対応し、地域の高齢者が会員とな 

り、就業機会の獲得、生きがいの創出及び社会参加により健 

康維持できる持続可能な社会の実現を目指します。 

SDGｓ１７項目のうち、以下２項目の実現を目指します。 

 ＜３＞すべての人に健康と福祉を 

 ＜８＞働きがいも経済成長も 

 

 



      （13） 会議・研修会 

 

①  鳥羽市シルバー人材センター関係 

         ・定時総会      ：６月 ５日 

    ・理事会 ：５月１５日、９月、１１月、２月、３月 

    ・監事会 ：４月１７日 

         ・理事・監事研修会 ：都度参加 

         ・職員研修会  ：毎月 

    ・安全委員会関連  ：随時 

    ・女性委員会関連  ：随時 

 

②  三重県シルバー人材センター連合会関係 

         ・定時総会   ： ６月１６日 

          ・理事会   ： ５月２２日、６月１６日、３月 

         ・理事長座談会  ：１１月２６日 

         ・事務局長会議  ： ５月１５日、６月、１０月、３月 

         ・各業務・担当者会議,委員会： ６月、８月、１０月、２月 

         ・会報(シルバーみえ)編集委員会 ：１０月予定 

         ・三重県安全就業推進大会  ： ７月１４日 

         ・三重県シルバーの日  ：１０月１７日 

    ・シルバーいきいきフェスタ２０２６ ：１０月予定 

 

③  全国シルバー人材センター事業協会関係 

         ・定時総会        ： ６月１８日  

         ・役職員研修会（新任理事）  ： 未定  

 

④  東海シルバー人材センター事業協会関係 

         ・定時総会、交流会（静岡）   ： ６月１１・１２日   

 

       ⑤その他 

         ・県内法人シルバー人材センター定時総会 

     ：各シルバー人材センター都合 

 

 

 


